
 

 

 



本日の発表内容 



１: 中荒井地区の概要 

２: 本年度の活動内容 

３: 活動の成果 

４: 次年度の活動 



とげっちょ組とは？ 



 

「福島大学わりばしから環境を考える会」を前身として、 
平成28年4月に新しく発足。現在も南会津町中荒井地区を
拠点として、中山間地域の地域活性化を目指して活動して
いる 
  
中荒井地区での活動にとどまらず、オリジナル間伐材わり
ばし販売や、全国植樹祭のPRを実施 
 
 
・現在は、男子7名、女子3名で活動している 

 



中荒井地区の概要 



・人口 全体364名 男性184名 女性180名  

・位置 田島地区の国道121号線沿い 

・交通 会津鉄道線（浅草や新宿行きの電車が開通） 

・名産 日本酒やトマトなど 

・歴史 如活禅師が有名。縄文土器なども出土 



前年度までの活動 



1年目 如活祭の手伝い/PR  

    実態調査 

2年目   年間行事への参加 

       中荒井の観光ツアー計画立案 



今年度の活動 



•フットパスとは？ 

→田園地帯・神社仏閣・ソバ畑の地域に古くからある風景を楽しみ
ながら歩くことができる小径のこと 

 

①目新しく、観光客が中荒井に訪れるきっかけ作りができる！ 

②駅などに置くことで初めて来た人でも中荒井を気軽に楽しむこと
ができる！ 

③ツアーなどのイベントへの活用ができる！  

④地元の方にも自分の地区の魅力を再発見してもらえる！ 

フットパスマップ作り 



10月 如活祭参加 

11月 地域資源調査 

12月 フットパスマップ原案作成 

1月 「歳の神」参加/マップイラスト作成 



如活祭 



中荒井地域資源 調査 



フットパスマップ原案作り 



歳の神 



マップイラストの作成 



旧中荒井分校の 

しだれ桜 





 
井戸端会議の場所や歳の神、交流センターな

ど、賑やかなマップに 
→地元の方に愛され、長く使ってもらえるよ
うに（毎年バージョンアップしていく） 



今年度の成果・課題 



今年度の成果・課題 

「成果」 

・マップに入れる予定の地元の行事に積極的に参加することで地域を盛り
上げていく意識の共有ができた 

・マップ作製を通じて、地元の方への調査を進めていく中で地域のこれま
で知らなかった魅力を再発見できた 

 

「課題」 

・観光客だけではなく、地元の方も見て楽しめるマップ作りを進めていき
たい 



来年度にむけて 



今後の予定 

フットパスを活用したウォークラリー等のイベントの開催 

地元のイベントへのフットパスマップ活用・駅などでの配

布 


